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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本

IC カードシステム利用促進協議会（JICSAP）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案

を具して日本工業規格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が

改正した日本工業規格である。これによって，JIS X 6319-4:2010 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS X 6319 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS X 6319-1 第 1 部：外部端子付き IC カード 

JIS X 6319-2 第 2 部：非接触（外部端子なし）近接型 IC カード 

JIS X 6319-3 第 3 部：共通コマンド 

JIS X 6319-4 第 4 部：高速処理用近接型 IC カード 
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日本工業規格 JIS 
 X 6319-4：2016 
 

IC カード実装仕様－ 

第 4 部：高速処理用近接型 IC カード 

Specification of implementation for integrated circuit(s) cards- 

Part 4: High speed proximity cards 

 

序文 

この規格は，非接触（外部端子のない）近接型 IC カード（以下，カード又は PICC という。）及びこれ

と結合する結合装置を規定するために作成した日本工業規格である。 

この規格は，非接触インタフェース（信号の送受信及び PICC への電力供給に，導通接点を用いないで

行うもの）の互換性を確保するために，具体的な実装仕様の規定を行っている。近接型 IC カードは，多様

な応用形態・運用形態が想定され，さらに，IC チップの動作電力低下などの技術進歩があるため，システ

ム構築者及びシステム運用者が新たな規定を用いて選択することを妨げない。また，外部端子付き IC カー

ドとの複合形として使用される可能性などにも留意している。 

この PICC は，複数のファイルを一度に指定する機能，内部で加減算を行うことでトランザクションの

完全性を実現する機能，安定的な伝送を実現するためのビット符号化，コマンドごとのタイムアウト管理

を可能にするための応答時間パラメタ及び処理途中の電源途絶を想定したコマンド認識機能をもつ。 

例えば，鉄道の改札口，イベント会場の入り口などで，利用者が移動しながら，その利用権利の確認及

び処理を短時間で行う高速処理を必要とするシステムにおいて用いる。 

なお，この規格の対応国際規格は，現時点で制定されていない。ただし，互換性のある非接触インタフ

ェース（無線通信部分）だけ，JIS X 5211 がある。 

 

1 適用範囲 

この規格は，高速化機能をもつ非接触（外部端子のない）近接型 IC カードの物理的特性，電波インタフ

ェース，伝送プロトコル，ファイル構造，コマンドなどについて規定する。 

附属書 A（参考）では，この規格で規定される PICC において相互認証を必要とするファイルへのアク

セス方法を記載する。 

附属書 B（参考）では，この規格の使い方を理解できるように，この規格で規定される PICC へのアク

セス例を記載する。 

附属書 D（規定）及び附属書 E（規定）では，この規格で規定される PICC 及び PCD の試験方法を定義

する。 

附属書 F（参考）では，この規格と JIS X 5211 との関係を記載する。 

 


